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　手術関係の学会に行くと，今や「眼科医総白内障
surgeon時代」または「眼科医総硝子体 surgeon時代」
が到来したかの印象がある。確かに手術器械や手術手
技が劇的に進化し，これまでよりはるかに低侵襲で，
短時間で確実に手術が終了する時代になっている。し
かし，内眼手術はあくまで眼科手術の一部であり，い
くら白内障手術や硝子体手術が短時間で終了できて
もそれが全てではない。これからの眼科専門医は白内
障手術や硝子体手術以外の分野で，もう一つのサブス
ペシャリティを持つ必要がある。その中で眼科医に
とって大きな割合を占めるものは緑内障や眼表面疾
患，メディカルレチナの分野であるが，患者側からの
ニーズの割にサブスペシャリティとして選ばれてい
ないのが眼形成の分野である。高齢者になると加齢性
眼瞼下垂や上眼瞼皮膚弛緩症は必発と言ってよいほ
ど高率にみられる。また，涙器の異常や眼窩の異常は
年齢を問わず出現してくる。しかもこれらの患者は眼
科専門医なら当然診療ができるはずとの認識で，まず
眼科医を受診する。これらの患者に対応するために
も，眼形成手術の対象，基本的な手術手技，専門医へ
送る基準などを知っておくことは極めて重要である。
　本書は眼形成手術のそれぞれの分野のエキスパー
トが，豊富な臨床経験に基づいてさまざまな手術手技
の解説を行うものであるが，まず総説と総論とで 140

ページを費やし「解剖」や「初診時にどう診てどう考
えるか」「診断・治療に必要な検査」「形成手術概説」
を「眼瞼」「眼窩」「涙道」それぞれについて解説して
いる。もちろん対象患者が受診した際に，本書の「各

論」を疾患ごとに読むのも一つの読み方であるが，ぜ
ひ時間があるときには「総論」をお読みいただきたい。
これを読むだけでも十分本書を購入された価値があ
る。
　このシリーズの中でも本書の最大の特徴は「各論」
の項目の中で，特に患者数が多く，手術手技が多く施
行されている眼瞼疾患や眼窩疾患では，複数の執筆者
が自身で熟達している手技ごとに解説していること
がある。特に一般眼科医が最も身近に感じる退行性眼
瞼下垂では嬉しいことに 3名のエキスパートがそれぞ
れ「挙筋群短縮術」「Müller Tuck法」「挙筋短縮術」を
執筆しておられる。多くの眼科医は複数の手技があっ
ても実際には得意な 1つの手技しか使っていないこと
も多いはずであり，本書はその欠点をカバーしてくれ
る。さらに各項の最後にはこのシリーズの定番となっ
た「一般眼科医へのアドバイス」で各執筆者からの診
療の注意やコツが記載されている。
　繰り返しになるが，加齢性眼瞼下垂などは眼科医で
あれば必ず毎日のように診察しているはずである。適
切な検査を行い，患者のQOLを改善するためにも眼
形成の知識・手技を修得する必要がある。本書は眼形
成をサブスペシャリティにする上でまさに必読の書
である。
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